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一般社団法人フリースペースつなぎ
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フリースペースつなぎ 紹介



つなぎの目的
学校に行けなくなった子ども、不登校
を経験した若者生き辛さを抱える人々、
並びにその親も含め、に対して、安心
できる居場所作りを目指し、人と人と
がつながりあう中で、主体的な学びと
自立的な成長を支援し、未来へと希望
を育める地域作りを目的とする。



フリースペースつなぎ 設立経緯

震災から2年後 ２０１３年2月立ち上げ

「全国のネットワークの支援」

「不登校を考える会」

「震災支援の会 つなぎの会」



子どもミーティング

・お昼のメニュー
・やりたいこと
・困っていること
・ほしいもの
・知りたいこと

司会 記録は子どもたちが順番に



学習支援 算数・数学 一対一
英語 グループでの学習
高校資格のための学習のサポート

コロナに
対応した学習

インターネット
環境・パソコン

英会話
教室



つなぎに出会う前

いじめがある
学校には
行けない

授業について
いけない

ずっと家にひきこ
もっている 心配

家族の会話がなく
なってしまった
家の雰囲気も暗い

みんなと一斉の
勉強がつらい

子どもにどう
接していいかわからない

無理やり学校に連れ
ていかれて つらい



子ども若者の声

学校にいたとき
は話すことがで
きなくて、辛
かったけれど、
つなぎは会話が
できるように
なった。もし、つなぎがなく

なったら本当に困る。 （16歳
女子）

つなぎでは人
と接する機会

がもてる。
仕事を手伝って、給料を
もらえるから有難い。
（スタッフアシスタン
ト・25歳女子）

学校に行けなくなってか
らつらかった。でも、つ
なぎに来るようになって、

家族が明るくなっ
て、態度も普通
にっなて気持ちが
楽になった。
（1８歳 男子）



2024年秋
フリースペースつなぎが母体
となって つなぎ工房へ



つなぎ工房 誕生の背景

①震災関連で 不登校の数が増え

ひきこもりになるケースも

→つなぎの利用者も

 3分の2が15歳以上



小・中学校
4,000人

心のケアハウス
SSWの派遣，相談等

けやき教室

フリース
ペース等

子ども（親）

・必要とされている支援が
受けられていない

・年間９０日以上の不登校生徒
・ホームスクリーングのサポート等

2016年制定 「教育機会確保法」 ・官民の連携・居場所の大事さ・休養の必要性

義務教育
中のサ
ポート

不登校

学ぶ機会が
ないまま

学校教育



フリース
ペース等

2016年制定 「教育機会確保法」 ・官民の連携・居場所の大事さ・休養の必要性

15歳以上
学校教育

社会教育地域の中の居場所

子ども若者



つなぎ工房 誕生の背景

②若者に特化した

団体がなかった



若者サポートステーション

気仙沼

大崎

仙台
石巻

こう三陸道で
１時間



つなぎ工房 誕生の背景

③仙台から遠い
 車で高速でも２時間
 通うことができない
 独自の取り組みが必要



つなぎ工房 誕生の背景

③親の声

気仙沼で子どもたち
が将来働けるのか？



つなぎ工房 誕生の背景

④つなぎのこれまでの
取り組み



これまでの「作る」「造る」「創る」

毎日のご飯作り

ちらし作り

もの作り

野菜作り



小屋つくり 慶応学生と





「つなきち」の完成



「つなぎカフェ」の挑戦
カフェを借りでの体験



２０２４年 気仙沼で初のひきこもり調査

気仙沼居場所ネットワークで 気仙沼市長
に要望書 ２０２３年

 ↓

若者に特化した支援する団体・組織がない

 ↓

３割の回答で６７７人が「ひきこもり」

 うち不登校がきっかけ 若者 １５０人





「つなぎ工房」



改修工事



東北大学生と地域の調査
ほとんどが一人暮らしのお年寄り
→ 日用品・食料品がほしい

地域調査



日用品・食料品の販売



週１回 お弁当の日



八日町 イベント出店





マサチューセッツ工科大学訪問



高齢者のお手伝い



幼児さん 見守り手伝い みみなとまつり
はまらいんや



八日町商店街振興組合とコラボ
夏１０日間 駄菓子屋さんへ





若者 デザイナーへ



パン工房 販売へ



つなぎ工房の課題

１ 経済的な問題

復興予算がなくなることで持続できるか

２ 地元企業・地域の理解

不登校・ひきこもりの理解

３ フェーズに合わせた支援 居場所



ご清聴 ありがとうございました！
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